
日本原燃株式会社 

資料番号 耐震建物 13 R2 

提出年月日 令和 3年 4月 28日 

設工認に係る補足説明資料 

地盤の支持性能に係る基本方針に関する 

建物・構築物周辺の設計用地下水位の設定について 

注記：文中の下線部は R1 から R2 への変更箇所を示す

【公開版】 

1



i 

目 次 

1．概要 ·············································································· 2

2．設計用地下水位の設定方針 ·························································· 3 

3. 対象施設と地下水排水設備の位置関係を踏まえた整理 ·································· 5

3.1 地下水排水設備の設置状況 ····················································· 5 

3.2 地下水排水設備の設置状況に基づく施設の分類 ··································· 9 

4. 地下水排水設備に囲まれている建物・構築物 ········································· 12

4.1 設計用地下水位の設定 ······················································· 12 

4.2 地下水排水設備の設計方針 ···················································· 12 

5. 地下水排水設備の外側に配置される建物・構築物 ····································· 19

5.1 敷地周辺の地形と地下水の流れ ················································ 19 

5.2 敷地の地下水位分布 ························································· 23 

5.3 地下水排水設備の外側に配置される建物・構築物の設計用地下水位 ················ 27 

5.4 液状化による影響評価 ······················································· 28 

6．まとめ ··········································································· 40 

別紙 1 燃料加工建屋の地下水排水設備の配置 

別紙 2 地下水位の経時変化データ 

別紙 3 地盤改良の概要 

:商業機密の観点から公開できない箇所

2



2 

1．概要 

本資料は，再処理施設，廃棄物管理施設，MOX 燃料加工施設の設計基準対象施設及び再処理施

設，MOX 燃料加工施設の重大事故等対処施設に対する耐震設計の基本方針について補足説明する

ものである。 

 

ここでは，建物・構築物の耐震評価に用いる設計地下水位の設定の考え方について示すととも

に，地下水排水設備に囲まれている建物・構築物における地下水排水設備の設計方針，並びに設

計用地下水位を地表面に設定した建物・構築物における液状化による影響評価の方針について示

す。 

 

また，本資料は，第 1回申請（令和２年 12 月 24 日申請）のうち，以下に示す添付書類の補足

説明に該当するものである。本資料における設計用地下水位の考え方及び地下水排水設備の設計

方針については，それぞれの添付書類にその内容を反映させる。 

 

・再処理施設 添付書類「Ⅳ-1-1 耐震設計の基本方針」 

・再処理施設 添付書類「Ⅳ-1-2 地盤の支持性能に係る基本方針」 

・ＭＯＸ燃料加工施設 添付書類「Ⅲ-1-1 耐震設計の基本方針」 

・ＭＯＸ燃料加工施設 添付書類「Ⅲ-1-2 地盤の支持性能に係る基本方針」 
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2．設計用地下水位の設定方針 

耐震評価に用いる地下水位（以下，「設計用地下水位」という。）の設定フローを第 2.-1 図に示

す。 

設計用地下水位を設定する施設は，基準地震動 Ss または基準地震動 Ss を 1.2 倍した地震動に

よる評価を行う建物・構築物（上位クラスへの波及的影響を評価する施設を含む）のうち，地下

水による影響（揚圧力，地下水圧，液状化等）を受ける建物・構築物とする。岩盤又はマンメイ

ドロックに支持され，且つ地下に躯体を有していない建物・構築物（例：屋外機械基礎，地下階

を有しない建屋）については，耐震設計上，地下水による影響を受けないことから，設計用地下

水位は設定しない。 

建物・構築物が地下水排水設備に囲まれている場合は，地下水排水設備による地下水低下を考

慮して設計用地下水位を設定する。 

地下水排水設備の外側に配置される建物・構築物としては，S クラス施設または S クラス施設

の間接支持構造物である洞道，並びに波及的影響を考慮する施設である杭基礎を有する飛来物防

護ネット及び一部建屋が該当する。地下水排水設備の外側に配置される建物・構築物については，

地下水位観測記録等に基づき敷地内における地下水位の検討を行い，現況の地下水位を変動させ

る要因（自然要因・人為的要因）を抽出し，設計用地下水位を設定する。 

また，設計用地下水位を設定した後に，地下水位を変動させる事象が発生した場合は，地下水

位設定の再検討を行う。 
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対象施設と地下水排水設備との位置関係
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地下水排水設備による
地下水位低下を考慮

地下水位観測記録・地質構造・潮位
による地下水位の検討

現況の地下水位を変動させる
要因があるか

地下水位の変動要因
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設計用地下水位の設定

耐震評価

耐震評価後に地下水位を
変動させる事象が発生

検討終了

地下水位設定の再検討
YES

NO

YES NO

YES

NO

地下水位を変動させる要因の
影響を考慮

 

 

第 2.-1 図 設計用地下水位の設定フロー 
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3. 対象施設と地下水排水設備の位置関係を踏まえた整理 

3.1 地下水排水設備の設置状況 

再処理事業所における建物の周囲には，地下水位を低下させ，建屋に作用する揚圧力及び水圧

を低減するための地下水排水設備が設置されており，常時稼働している。地下水排水設備の配置

概要を第 3.1-1 図に，サブドレン管の敷設状況を第 3.1-2 図に示す。 

建屋周辺で発生する地下水は，建屋周辺に設置されたサブドレン管及び集水管を通じてサブド

レンピットに集水され，基礎スラブ下端より深い位置に設置されたサブドレンポンプ及び揚水管

により，地下水を地上に揚水して，排水溝に排水を行っている。地下水排水設備の設備概要を第

3.1-3 図に示す。
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第 3.1-1 図 地下水排水設備の平面図
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第2軽油貯槽（基礎）
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第 3.1-2 図 集水管及びサブドレン管の敷設図 

：サブドレンピット
：集⽔管及びサブドレン管
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第 3.1-3 図 地下水排水設備の設備概要 
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3.2 地下水排水設備の設置状況に基づく施設の分類 

「2．設計用地下水位の設定方針」及び「3.1 地下水排水設備の設置状況」に基づき，再処理

事業所における耐震Ｓクラス施設の間接支持構造物，耐震重要重大事故等対処設備及び上位クラ

ス施設への波及的影響を考慮する施設である建物・構築物について，地下水排水設備に囲まれて

いる建物・構築物，地下水排水設備の外側に配置される建物・構築物及び設計用地下水位を設定

しない建物・構築物に分類を行った。第 3.2.-1 表～第 3.2-3 表に，分類結果を示す。 
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第 3.2-1 表 地下水排水設備に囲まれている建物・構築物 

分類 建物・構築物名称 地下部躯体 
支持地盤 
（※１）

設計用地下水位の 

設定要否
地下水排水設備の有無 

Sクラス施設または Sクラス施設の間接支持構造物 

燃料加工建屋 有 岩着 要 ○

前処理建屋 有 岩着 要 ○

分離建屋 有 岩着 要 ○

精製建屋 有 岩着 要 ○

ハル・エンドピース貯蔵建屋 有 岩着 要 ○

制御建屋 有 岩着 要 ○

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 有 岩着 要 ○

ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋 有 岩着 要 ○

チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋 有 岩着 要 ○

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋 有 岩着 要 ○

非常用電源建屋 有 岩着 要 ○

高レベル廃液ガラス固化建屋 有 岩着 要 ○

第 1 ガラス固化体貯蔵建屋 有 岩着 要 ○

使用済燃料貯蔵施設用冷却水設備（B基礎） 有 岩着 要 ○

第 1 非常用ディーゼル発電設備用重油タンク室（基礎） 有 岩着 要 ○

燃料油貯蔵タンク（基礎） 有 岩着 要 ○

ガラス固化体貯蔵建屋 有 岩着 要 ○

ガラス固化体貯蔵建屋 B 棟 有 岩着 要 ○

耐震重要重大事故等対処設備 

緊急時対策建屋 有 岩着 要 ○

第 1 保管庫・貯水所 有 岩着 要 ○

第 2 保管庫・貯水所 有 岩着 要 ○

第 1 軽油貯槽（基礎） 有 岩着 要 ○

第 2 軽油貯槽（基礎） 有 岩着 要 ○

重油貯槽（基礎） 有 岩着 要 ○

上位クラス施設等への波及的影響を考慮する施設 

分析建屋 有 岩着 要 ○

ウラン脱硝建屋 有 岩着 要 ○

ウラン酸化物貯蔵建屋 有 岩着 要 ○

低レベル廃棄物処理建屋 有 岩着 要 ○

使用済燃料受入れ・貯蔵管理建屋 有 岩着 要 ○

ガラス固化体受入れ建屋 有 岩着 要 ○

※１：マンメイドロックを介して岩盤に支持されている建物・構築物についても，「岩着」と記載している。 
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第 3.2-2 表 地下水排水設備の外側に配置される建物・構築物 

分類 建物・構築物名称 地下部躯体 
支持地盤 

（※１） 

設計用地下水位の 

設定要否 

S クラス施設または Sクラス施設の間接支持構造物 

分離建屋/高レベル廃液ガラス固化建屋間洞道 有 岩着 要 

精製建屋/ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋間洞道 有 岩着 要 

高レベル廃液ガラス固化建屋/第 1 ガラス固化体貯蔵建屋間洞道 有 岩着 要 

分離建屋/精製建屋/ウラン脱硝建屋/ウラン・プルトニウム混合脱硝建

屋/低レベル廃液処理建屋/低レベル廃棄物処理建屋/分析建屋間洞道 
有 岩着 要 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋/安全冷却水系冷却塔Ａ基礎間洞道 有 岩着 要 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋/安全冷却水系冷却塔Ｂ基礎間洞道 有 岩着 要 

前処理建屋/分離建屋/精製建屋/高レベル廃液ガラス固化建屋/ウラ

ン・プルトニウム混合脱硝建屋/制御建屋/非常用電源建屋/冷却水設備

の安全冷却水系/主排気筒/主排気筒管理建屋間洞道 

有 岩着 要 

上位クラス施設等への波及的影響を考慮する施設 

出入管理建屋 有 岩着 要 

安全冷却水 B冷却塔 飛来物防護ネット 無 杭基礎 要 

安全冷却水 A冷却塔 飛来物防護ネット 無 杭基礎 要 

主排気筒に接続する屋外配管及び屋外ダクトの飛来物防護板（主排気

筒周り） 
無 杭基礎 要 

安全冷却水系冷却塔 A 飛来物防護ネット 無 杭基礎 要 

安全冷却水系冷却塔 B 飛来物防護ネット 無 杭基礎 要 

※１：マンメイドロックを介して岩盤に支持されている建物・構築物についても，「岩着」と記載している。 

 

第 3.2-3 表 設計用地下水位を設定しない建物・構築物 

分類 建物・構築物名称 地下部躯体 
支持地盤 

（※１） 

設計用地下水位の 

設定要否 

S クラス施設または Sクラス施設の間接支持構造物 

主排気筒管理建屋 無 ※２ － 

主排気筒（基礎） 無 岩着 － 

安全冷却水 A冷却塔（基礎） 無 岩着 － 

安全冷却水 B冷却塔（基礎） 無 岩着 － 

冷却塔 A,B（基礎） 無 岩着 － 

使用済燃料貯蔵施設用冷却水設備（A基礎） 無 岩着 － 

上位クラス施設等への波及的影響を考慮する施設 

使用済燃料輸送容器管理建屋 

（使用済燃料収納使用済燃料輸送容器保管庫） 
無 岩着 － 

使用済燃料輸送容器管理建屋（トレーラエリア） 無 岩着 － 

北換気筒（基礎） 無 岩着 － 

冷却塔 A,B ⾶来物防護ネット 無 岩着 － 

※１：マンメイドロックを介して岩盤に支持されている建物についても，「岩着」と記載している。 

※２：主排気筒の基礎版上に設置している。 
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4. 地下水排水設備に囲まれている建物・構築物 

4.1 設計用地下水位の設定 

第 3.2-1 表に示した地下水排水設備に囲まれている建物・構築物については，地下水排水設備

が基礎スラブ下端より深い位置に設置されていることから，地下水排水設備による地下水位の低

下を考慮し，設計用地下水位を基礎スラブ上端レベル以下に設定することにより，耐震設計に用

いる揚圧力及び地下水圧を低減させる設計とする。 

ここで，設計上，地下水排水設備の機能に期待し，地震前後において設計用地下水位を維持す

ることを前提としている建物は，地下水排水設備について，基準地震動 Ss に対して要求される機

能を維持する設計とする。その対象となる地下水排水設備に要求される機能及び設計方針につい

ては，「4.2 地下水排水設備の設計方針」にて詳細に示す。 

 

4.2 地下水排水設備の設計方針 

4.2.1 地下水排水設備に期待する範囲 

耐震設計上，地下水排水設備による地下水位の低下を期待する建物について，事業許可基準規

則及び技術基準規則の該当条項，今回設工認における設計の前提条件について整理した結果を第

4.2-1 表に示す。第 4.2-1 表にて，各条文に「○」を付した建物・構築物については，耐震設計

上，地下水排水設備が地震時及び地震後においても地下水を排水可能であること，また，地下水

排水設備の湧水量に対して十分な排水能力を有することを前提に，建屋の地震による損傷を防止

する設計としている。 

以上のことから，地下水排水設備の機能に期待し，地震時及び地震後において設計用地下水位

を維持することを前提としている建物として，第 4.2-1 表において事業許可基準規則及び技術基

準規則の「地震（1.0Ss）」に該当する条項に「○」を付した建物は，地下水排水設備について，

基準地震動 Ss に対して要求される機能を維持する設計とする。また，第 4.2-1 表において事業許

可基準規則及び技術基準規則の「地震（1.2Ss）」に該当する条項に「○」を付した建物は，地下

水排水設備について，基準地震動を 1.2 倍した地震動に対して要求される機能を維持する設計と

する。 
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第 4.2-1 表(1) 地下水位の低下を期待する建物・構築物（再処理施設） 

建物・構築物 

事業許可基準規則 技術基準規則 

今回設工認における 
地下水位の扱い 

7 条 
31 条 

33 条 
6 条 
33 条 

36 条 

地震 
（1.0Ss） 

地震 
（1.2Ss） 

地震 
（1.0Ss） 

地震 
（1.2Ss） 

前処理建屋 ○ ○ ○ ○ 

地下水排水設備の効果を
見込んだ地下水位を考慮
して耐震評価を実施。 

分離建屋 ○ ○ ○ ○ 

精製建屋 ○ ○ ○ ○ 

ハル・エンドピース貯蔵建屋 ○ － ○ － 

制御建屋 ○ ○ ○ ○ 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 ○ ○ ○ ○ 

ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋 ○ ○ ○ ○ 

チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋 ○ － ○ － 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋 ○ ○ ○ ○ 

非常用電源建屋 ○ － ○ － 

高レベル廃液ガラス固化建屋 ○ ○ ○ ○ 

第 1ガラス固化体貯蔵建屋 ○ ○ ○ ○ 

使用済燃料貯蔵施設用冷却水設備（B基礎） ○ － ○ － 

第 1非常用ディーゼル発電設備用重油タンク室（基礎） ○ － ○ － 

燃料油貯蔵タンク（基礎） ○ － ○ － 

緊急時対策建屋 ○ ○ ○ ○ 

第 1保管庫・貯水所 － ○ － ○ 

第 2保管庫・貯水所 － ○ － ○ 

第 1軽油貯槽（基礎） ○ ○ ○ ○ 

第 2軽油貯槽（基礎） ○ ○ ○ ○ 

重油貯槽（基礎） ○ ○ ○ ○ 

○：当該条項に適合するための設計の前提条件として，地下水排水設備による地下水位の低下を期待している建物・構築物 

－：当該条項に適合するための設計の前提条件として，地下水排水設備による地下水位の低下を期待していない建物・構築物 
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第 4.2-1 表(2) 地下水位の低下を期待する建物・構築物（MOX 燃料加工施設） 

建物・構築物 

事業許可基準規則 技術基準規則 

今回設工認における 
地下水位の扱い 

7 条 
31 条 

33 条 
6 条 
27 条 

30 条 

地震 
（1.0Ss） 

地震 
（1.2Ss） 

地震 
（1.0Ss） 

地震 
（1.2Ss） 

燃料加工建屋 ○ ○ ○ ○ 
地下水排水設備の効果を見込んだ
地下水位を考慮して耐震評価を実
施。 

○：当該条項に適合するための設計の前提条件として，地下水排水設備による地下水位の低下を期待している建物・構築物 

－：当該条項に適合するための設計の前提条件として，地下水排水設備による地下水位の低下を期待していない建物・構築物 

 

 

 

 

 

第 4.2-1 表(3) 地下水位の低下を期待する建物・構築物（廃棄物管理施設） 

建物・構築物 

事業許可基準規則 技術基準規則 

今回設工認における 
地下水位の扱い 

6 条 6 条 

地震 
（1.0Ss） 

地震 
（1.0Ss） 

ガラス固化体貯蔵建屋 ○ ○ 
地下水排水設備の効果を見込んだ
地下水位を考慮して耐震評価を実
施。 ガラス固化体貯蔵建屋 B棟 ○ ○ 

○：当該条項に適合するための設計の前提条件として，地下水排水設備による地下水位の低下を期待している建物・構築物 

－：当該条項に適合するための設計の前提条件として，地下水排水設備による地下水位の低下を期待していない建物・構築物 
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第 4.2-1 表(4) 地下水位の低下を期待する建物・構築物（上位クラス施設等への波及的影響を考慮する施設） 

建物・構築物 

事業許可基準規則 技術基準規則 

今回設工認における 
地下水位の扱い 

6 条 6 条 

地震 
（1.0Ss） 

地震 
（1.0Ss） 

分析建屋 
－ 

（Sクラス施設への波及的影響を 
考慮する建屋） 

－ 
（Sクラス施設への波及的影響を 

考慮する建屋） 

地下水排水設備の効果を見込んだ
地下水位を考慮して，上位クラス
施設等に対する波及的影響の評価
を実施。 

ウラン脱硝建屋 
－ 

（Sクラス施設への波及的影響を 
考慮する建屋） 

－ 
（Sクラス施設への波及的影響を 

考慮する建屋） 

ウラン酸化物貯蔵建屋 
－ 

（Sクラス施設への波及的影響を 
考慮する建屋） 

－ 
（Sクラス施設への波及的影響を 

考慮する建屋） 

低レベル廃棄物処理建屋 
－ 

（Sクラス施設への波及的影響を 
考慮する建屋） 

－ 
（Sクラス施設への波及的影響を 

考慮する建屋） 

使用済燃料受入れ・貯蔵管理建屋 
－ 

（Sクラス施設への波及的影響を 
考慮する建屋） 

－ 
（Sクラス施設への波及的影響を 

考慮する建屋） 

ガラス固化体受入れ建屋 
－ 

（輸送容器の波及的破損を防止する
建屋） 

－ 
（輸送容器の波及的破損を防止する

建屋） 

○：当該条項に適合するための設計の前提条件として，地下水排水設備による地下水位の低下を期待している建物・構築物 

－：当該条項に適合するための設計の前提条件として，地下水排水設備による地下水位の低下を期待していない建物・構築物 
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4.2.2 地下水排水設備の配置 

地下水排水設備は，建物・構築物を囲むように集水管を配置し，建物・構築物周囲に配置した

サブドレンピットを介して接続している。これにより建屋周囲に発生する地下水の集水を可能と

している。また，集水した地下水はサブドレンピット内に設けたサブドレンポンプにより，地上

部の排水溝まで送水され， 終的に敷地外に排出する設計とする。 

 

4.2.3 地下水排水設備に期待する機能と耐震性 

地震時において，第 4.2-1 表に示した建物・構築物に設置された地下水排水設備については，

第 4.2-2 表に示す各部位に期待する機能を維持する設計とする。燃料加工建屋の周囲に設置する

地下水排水設備の例を別紙 1に示す。 

 

(1)地下水を集水する機能 

地下水排水設備のうち集水管及びサブドレン管は，第 4.2-1 表に示す地下水位の低下を期待す

る建物・構築物周囲の基礎スラブ下のレベルに設置しており，建屋周囲の地下水を集水する機能

を有する設計とする。 

集水管及びサブドレン管で集水した地下水は，サブドレンピットに集水される。このため，集

水した地下水の経路となる集水管，サブドレン管及び集水管相互の接続部に位置するサブドレン

ピットについて耐震性を有する設計とする。また，サブドレンピットについては，内空が閉塞し

ないよう設計する。 

 

(2)地下水を地上に排水する機能 

地下水排水設備として，耐震性のあるサブドレンポンプ及び揚水管を設置し，当該設備の支持

機能であるサブドレンシャフト及びサブドレンピットに対して耐震性を持たせる設計とする。ま

た，制御機能を持つ水位検出器及び制御盤に対して耐震性を持たせる設計とすることで，地震後

も確実に地下水を地上に排水する機能を有する設計とする。 

 

4.2.4 電源構成 

非常用電源または基準地震動 Ss に対し機能維持可能な設備からの電源供給が可能な設計とす

る。 

 

4.2.5 地下水排水設備の排水能力 

排水能力の設定にあたっては，事業指定（許可）申請書に記載した降雨量を条件とした浸透流

解析により算定する湧水量に基づき保守的な想定湧水量を設定し，これ以上の排水容量を有する

サブドレンポンプを設置する。 

また，稼働中の地下水排水設備による地下水の排水実績と想定湧水量の比較検討を行い，想定

湧水量の設定が裕度を持った値であることを確認する。 

 

4.2.6 地下水排水設備に対する想定される現象への設計配慮 

地下水排水設備は，技術基準規則第 6 条他（地震による損傷防止）に適合するため，第 4.2-1
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表に示す建屋周囲の地下水上昇を抑制する設備であり，外部事象防護対象施設※の選定対象にな

らず外部事象に対する防護要求はない。 

※外部事象防護対象施設：外部事象に対し防護が必要な構築物，系統及び機器（安全上重要な

施設）をいう。 
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第 4.2-2 表 地下水排水設備に係る設計方針 

機能 構成部位 設計方針 

集水機能 
集水管・ 

サブドレン管 

 基準地震動 Ss に対し地下水の集水経路を維持する設計とす
る。 

排水機能 

サブドレン 

ポンプ 

 基準地震動 Ss に対し機能（地下水の排水機能）を維持する設
計とする。 

 支持金物は基準地震動 Ss に対し機能（サブドレンポンプの支
持機能）を維持する設計とする。 

揚水管 
 基準地震動Ssに対し揚水ポンプで汲み上げた地下水の排水経
路を維持する設計とする。 

 支持金物は，基準地震動 Ss に対し機能（揚水管の支持機能）
を維持する設計とする。 

支持機能 

サブドレン 

ピット 
 基準地震動 Ss に対し機能（サブドレンポンプ及び揚水管の支
持機能並びに閉塞防止機能）を維持する設計とする。 

サブドレン 

シャフト 
 基準地震動 Ss に対し機能（サブドレンポンプ及び揚水管の支
持機能並びに閉塞防止機能）を維持する設計とする。 

制御機能 

水位検出器 
 基準地震動 Ss に対し機能（サブドレンポンプの起動停止の制
御機能）を維持する設計とする。 

 支持金物は基準地震動Ssに対し機能（水位検出器の支持機能）
を維持する設計とする。 

制御盤  基準地震動 Ss に対し機能（サブドレンポンプの制御機能）を
維持する設計とする。 

電源機能 電源  非常用電源または基準地震動Ssに対し機能維持可能な設備か
らの電源供給が可能な設計とする。 

注記：第 4.1-1 表において事業許可基準規則及び技術基準規則の「地震（1.2Ss）」に該当する条項に「○」を付し

た建物については，本表における「基準地震動 Ss」を「基準地震動を 1.2 倍した地震動」に読み替える。 
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5. 地下水排水設備の外側に配置される建物・構築物 

5.1 敷地周辺の地形と地下水の流れ 

事業変更許可申請書に示した敷地近傍の地形図を第5.1-1図に示す。 

敷地は下北半島南部の六ヶ所地域に位置し，敷地を中心とする半径約5kmの範囲は，主に標高80

ｍ以下の台地からなる。 

 

 

   注：再処理施設及びＭＯＸ燃料加工施設事業変更許可申請書からの引用 

 

第 5.1-1 図 敷地近傍の地形図 
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敷地の地形図を第 5.1-2 図に示す。敷地は尾駮沼と鷹架沼との間の台地に位置している。台地

は標高 60ｍ前後の平坦面からなり，東に向かって緩やかに高度を減じている。また，敷地北部に

は南から北へ流下する沢が分布し，二又川に流下している。敷地東部には西から東へ流下する沢

が分布し，尾駮沼に流下している。 

次に，敷地内地質層序表を第 5.1-1 表に示し，鷹架層上限面コンターを第 5.1-3 図に示す。敷

地主要部における鷹架層上限面は標高 40m 程度の高まりを形成しており，周囲に向かうに従い高

度を減じる。鷹架層より上位の地質は，未固結な砂質土を主体とする透水性の良い地層が主に分

布している。岩石からなる鷹架層は難透水層と想定され，降雨は地表面から透水性の良い地層を

浸透し地下水となり，短期的には鷹架層上限面に沿って流下すると考えられる。 

上記のように，高まりを形成する鷹架層上限面の特徴や，各地層の透水性の特徴から，敷地外

からの地下水の流入はほぼなく，敷地の地下水は敷地全体の基盤を成す鷹架層上限面に沿って沢

を介して流出しているものと考えられる。 

 

 

 

第 5.1-1 表 敷地内地質層序表 

 

（再処理施設及びＭＯＸ燃料加工施設事業変更許可申請書に加筆） 

 

 

透水性の 

良い地層 

難透水層 
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第 5.1-2 図 再処理事業所敷地の地形図

二又川 
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第 5.1-3 図 再処理事業所敷地の鷹架層上限面のコンター 

尾駮沼 
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5.2 敷地の地下水位分布 

5.2.1 敷地内の地下水位観測記録 

敷地内の地下水位観測については，工事状況によって多少の欠測はあるものの，概ね継続して

実施している。敷地内に設置している地下水位観測孔の位置及び得られた地下水位（T.M.S.L.）

の平均値（観測期間：2019年7月～2020年12月）を第5.2-1図に示す。また，各観測孔における地

下水位の経時変化について別紙2に示す。地下水位は，降雨により多少変動はするものの，概ね安

定的に推移している。 

 

 

 

第 5.2-1 図 地下水位観測孔位置及び平均地下水位 

 

 

上段：観測孔名 

下段：平均地下水位（T.M.S.L.） 

尾駮沼 

二又川 
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5.2.2 敷地内及び敷地周辺の地下水分布概況 

先に示した敷地内の観測データに基づき敷地の地下水位分布図を作成し，南北断面を第 5.2-2

図に，東西断面を第 5.2-3 図に示す。なお，観測孔間の地下水位については，鷹架層を難透水層

とみなし，その上限面を沿うように補完して推定した。 

敷地西側（Ａ断面）について，地下水位は，敷地南端付近では地表面付近に分布しており，北

側に向かうに従い徐々に低下し，敷地中央から北側にかけては T.M.S.L.+40m 程度となり,北端の

斜面に沿って二又川に達する。 

敷地東側（Ｂ断面）について，地下水位は，敷地南端付近では地表面付近に分布しており，北

側に向かうに従いわずかに低下し，ARW-5 孔付近から GW-15 孔付近にかけては T.M.S.L.+50m 程度

となり，さらに北側に向かい T.M.S.L.+40m 程度まで低下し，北端の斜面に沿って二又川に達する。 

敷地北側（Ｃ断面）について，地下水位は，敷地西側では T.M.S.L.+40m～30m 程度に分布して

いる。敷地中央付近の地下水位は，建屋基礎掘削域において建屋基礎付近に分布している。建屋

基礎掘削域より東側の地下水位は，概ね鷹架層上限面に沿って分布し，尾駮沼に達する。 

敷地南側（Ｄ断面）について，地下水位は，敷地中央付近では地表付近に分布しており，西側

あるいは東側に向かうに従い低下し，特に東側については沢を介して尾駮沼に達する。 

以上のことから，敷地の地下水位は，南側から北側（二又川）にかけて，又は中央側から東側

（尾駮沼）に向かって緩やかに低下しているものと考えられる。 
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第 5.2-2 図 敷地南北断面の地下水位分布 

二又川 

二又川 

26



26 

 

第 5.2-3 図 敷地東西断面の地下水位分布

尾駮沼 
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5.2.3 地下水位観測記録における変動要因の考慮 

第 3.2-2 表に示した地下水排水設備の外側に配置される建物・構築物については，第 2.-1 図に

示すとおり，敷地内の地下水位観測記録に基づき地下水位を検討する。このとき，現況の地下水

位を変動させる要因を抽出し，設計用地下水位の設定に反映する。 

 

ａ．人為的要因 

現況の地下水位を変動させる要因のうち，人為的要因としては，基礎が岩着している建物・構

築物及び改良地盤が挙げられる。これらは敷地から尾駮沼への地下水の流動を妨げる要因となり

うることから，構築物の上流側の地下水位を変動させる可能性がある。 

 

ｂ．自然的要因 

現況の地下水位を変動させる要因のうち，自然的要因としては，年ごとの降水量のばらつき及

び季節に応じた降水量の増減が挙げられ，これらにより敷地における地下水位が変動する可能性

がある。 

 

5.3 地下水排水設備の外側に配置される建物・構築物の設計用地下水位 

第 3.2-2 表に示した地下水排水設備の外側に配置される建物・構築物の設計用地下水位は，「5.2 

敷地の地下水位分布」に示す観測水位に応じて建物・構築物ごとに設定することが考えられるが，

「5.2.3 地下水位観測記録における変動要因の考慮」に示した人為的要因及び自然的要因による

敷地内の地下水位変動の可能性を踏まえ，保守的に，設計用地下水位を地表面に設定する。 

なお，地下水排水設備の外側に配置され，設計用地下水位を地表面に設定する建物・構築物に

ついては，耐震評価において周辺地盤の液状化の影響を考慮することとする。液状化の影響の考

慮方針については，「5.4．液状化による影響評価」に示す。 
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5.4 液状化による影響評価 

5.4.1 評価方針 

地下水排水設備の外側に配置され，設計用地下水位を地表面に設定する建物・構築物（以下，

「液状化影響評価対象施設」という。）としては，Sクラス施設または Sクラス施設の間接支持構

造物である洞道，並びに，波及的影響を考慮する施設である杭基礎を有する飛来物防護ネット及

び一部建屋が挙げられる。液状化影響評価対象施設の一覧を第 5.4-1 表に，液状化影響評価対象

施設の位置図を第 5.4-1 図に，液状化影響評価方針に係るフローを第 5.4-2 図に示す。液状化影

響評価対象施設の周辺地盤うち，岩盤及び MMR を除いた箇所は，地震の際の液状化が否定できな

いものの，一部区間を除いて，変形抑制，浮き上がり防止及び施工性向上の観点から目的に応じ

た各種地盤改良を実施しており，総じて液状化の影響が軽減されている。 

液状化による影響評価に当たっては，液状化対象層の選定及び施設側方の地盤状況に係る整理

を行ったうえで，地表面の傾斜による側方流動の影響，地盤改良状況を考慮し，構造物の耐震性

または上位クラス施設への波及的影響の観点で評価を行うこととする。 

 

 

第 5.4-1 表 液状化影響評価対象施設一覧 

分類 建物・構築物名称 

洞道 

（Sクラス施設または 

S クラス施設の間接 

支持構造物） 

①分離建屋/高レベル廃液ガラス固化建屋間洞道 

②精製建屋/ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋間洞道 

③高レベル廃液ガラス固化建屋/第１ガラス固化体貯蔵建屋間洞道 

④分離建屋/精製建屋/ウラン脱硝建屋/ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋/ 

低レベル廃液処理建屋/低レベル廃棄物処理建屋/分析建屋間洞道 

⑤使用済燃料受入れ・貯蔵建屋/安全冷却水系冷却塔Ａ基礎間洞道 

⑥使用済燃料受入れ・貯蔵建屋/安全冷却水系冷却塔Ｂ基礎間洞道 

⑦前処理建屋/分離建屋/精製建屋/高レベル廃液ガラス固化建屋/ 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋/制御建屋/非常用電源建屋/ 

冷却水設備の安全冷却水系/主排気筒/主排気筒管理建屋間洞道 

飛来物防護ネット 

（上位クラス施設等への 

波及的影響を考慮する 

施設） 

a. 安全冷却水 B冷却塔 飛来物防護ネット 

b. 安全冷却水 A冷却塔 飛来物防護ネット 

c. 主排気筒に接続する屋外配管及び屋外ダクトの飛来物防護板（主排気筒周り） 

d. 安全冷却水系冷却塔 A 飛来物防護ネット 

e. 安全冷却水系冷却塔 B 飛来物防護ネット 

建屋 

（上位クラス施設等への 

波及的影響を考慮する 

施設） 

出入管理建屋 

 注：建物・構築物名称に付した番号及び記号は，第 2.2-1 図に示す番号と対応している。 
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①

②

⑤

⑥

⑦
⑦

⑦

⑦

⑦

⑦

⑦

a.

b.

c.

d.

e.

③

④

 

第 5.4-1 図 液状化影響評価対象施設の位置 
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第 5.4-2 図 液状化影響評価方針に係るフロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

地表⾯が傾斜しており，
液状化による側⽅流動の
影響を受ける可能性がある

【液状化影響評価対象施設】
設計⽤地下⽔位を地表⾯に設定する建物・構築物

施設周辺が隣接構造物や
改良地盤に囲まれており，
周辺地盤の液状化等の影
響を受けることがないか

施設周辺の地盤状況に係る整理

液状化対象層の選定

Ｓクラス施設またはＳクラス
施設の間接⽀持構造物か
上位クラス施設への波及的
影響を考慮する施設か

側⽅流動による影響を確認し
対策が必要な場合は対策⼯を実施

液状化の影響を考慮しない

上位クラス施液状化影響設への波及影響の
観点から液状化影響評価を実施

構造物の耐震性への影響の観点から
液状化影響評価を実施

対象施設︓洞道 対象施設︓⾶来物防護ネット、建屋

対象施設︓なし

対象施設︓なし

影響を受ける可能性はない

影響を受ける可能性がある

液状化の影響を
否定できない施設

施設の周囲が液状化しない地盤等に
完全に囲まれその範囲も⼗分広く
液状化の影響を受けないと
判断できる施設

Ｓクラス施設または
Ｓクラス施設の間接⽀持構造物

上位クラス施設への波及的影響を考慮する施設
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5.4.2 液状化対象層の選定 

再処理事業所における表層地盤には，沖積層と洪積層が存在する。第 5.4-3 図に示す道路橋示

方書（Ⅴ耐震設計編）・同解説によれば，沖積層の土層に対しては，液状化の判定を行う必要があ

るとされている。一方，第 5.4-4 図に示すとおり，洪積層は原則として液状化判定の対象とする

必要はないともされている。しかしながら，各施設の液状化影響評価に当たっては，基準地震動

の規模が大きいことを踏まえ，埋戻し土，造成盛土，沖積層に加えて洪積層についても液状化対

象層として整理する。 

以上より，第 5.4-2 表に示す表層地盤については，保守的に全ての層を液状化対象層とみなし

て検討を行う。 

なお，設計用地下水位を地表面に設置する洞道及び構築物は，支持地盤として硬質な岩盤であ

る鷹架層に直接支持されているか，マンメイドロック又は杭を介して鷹架層に設置されている。 

 

 
第 5.4-3 図 道路橋示方書Ⅴにおける液状化の判定を行う必要がある土層 

（引用：（社）日本道路協会，道路橋示方書（Ⅴ耐震設計編）・同解説，H24.3（抜粋）） 

 

 

第 5.4-4 図 道路橋示方書Ⅴにおける洪積層に関する記述 

（引用：（社）日本道路協会，道路橋示方書（Ⅴ耐震設計編）・同解説，H24.3（一部加筆）） 
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第 5.4-2 表 事業変更許可申請書における地質層序表 

 
（再処理施設及びＭＯＸ燃料加工施設事業変更許可申請書に加筆） 

岩盤 

表層地盤 

沖積層 

洪積層 
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5.4.3 施設周辺の地盤状況に係る整理 

液状化評価対象施設周辺においては第 5.3-１表，第 5.3-2 図に示すような地盤改良を実施して

いる。液状化評価対象施設周辺の地盤改良は，変形抑制，浮上り防止及び施工性向上を目的とし

て，第 5.3-1 表に示すような計 3種類の仕様で実施しており，それらの改良地盤は総じて液状化

の影響が低減されている。地盤改良の概要を別紙 3に示す。 

上記 3 種類の改良地盤については，「港湾の施設の技術上の基準・同解説」（平成 30 年,（財)

日本港湾協会）に基づき，「埋立地の液状化対策ハンドブック（改訂版）」（平成 9 年，（財）沿岸

開発技術研究センター）の記載「一軸圧縮強度が 0.5kgf/cm2～1.0kgf/cm2 であれば液状化しないと

考えてもよい」を参照して，一軸圧縮強度の観点から全て液状化しない地盤材料とみなしている。 

液状化影響評価対象施設周辺は標高約 55ｍに造成されており，地表面に有意な傾斜はなく，液

状化影響評価対象施設が液状化による側方流動の影響を受ける可能性はない。 

また，上記のとおり液状化影響評価対象施設周辺には改良地盤があり液状化による影響が軽減

されているものの，周囲が完全には改良地盤には囲まれておらず，液状化による影響が否定でき

ない。 

以上により，液状化影響評価対象施設は液状化による影響が否定できないことから，構造物の

耐震性または上位クラス施設への波及的影響の観点から，液状化影響評価を実施する。各施設に

おける液状化影響評価の考え方を次節に示す。 

 

第 5.3-1 表 液状化影響評価対象施設周辺地盤の改良地盤種別及び概要 

目
的

変形抑制 浮上り防止 施工性向上

種
類
（
仕
様
）

構
造
形
式
（
模
式
図
）

・改良地盤A（ m/s）
・改良地盤B（ m/s）

・改良地盤B（ m/s） ・流動化処理土A（ m/s）
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第 5.4-5 図 港湾施設技術基準における地盤の液状化に関する記述 

（引用：（財）日本港湾協会，港湾の施設の技術上の基準・同解説，平成 30 年（一部加筆）） 
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第 5.4-6 図 液状化対策ハンドブックにおける地盤の液状化に関する記述 

（引用：（財）沿岸開発技術研究センター，埋立地の液状化対策 

ハンドブック（改訂版），平成 9年（一部加筆）） 
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5.4.4 各施設の液状化影響評価 

(1) 構造物の耐震性への影響の観点から評価を実施する施設 

 構造物の耐震性への影響の観点から評価を実施する施設としては，洞道が該当する。 

 洞道については，第 5.4-1 図に示すとおり，基本的には周囲に建屋や改良地盤があり，液状化

の影響が軽減されていると考えられることから液状化の影響を考慮しない解析による設計を行う

が，第 5.4-6 図に示すフローに基づき液状化による影響評価(液状化による揚圧力の発生に伴う接

地圧の低減は考慮しない)を実施し，洞道の耐震設計への影響について確認するものとする。 

洞道周辺に地盤改良を施工している場合には，地盤改良仕様，分布範囲等を明確にし，各評価

対象断面の側方地盤状況に応じた分類を行ったうえで，想定される液状化の影響度合いを確認（耐

震照査）する。側方地盤状況に応じた分類の例を第 5.4-7 図に示す。 

液状化の影響を考慮する場合には，液状化による有効応力を考慮できる解析による評価を行う

こととし，液状化を考慮しない解析による評価結果と比較し，洞道の耐震設計への影響を確認す

ることとする。液状化による有効応力を考慮できる解析に用いる物性値については，液状化強度

試験等の結果を踏まえて設定する。 

側方地盤状況に応じたグループ分類の詳細，代表断面選定の考え方，有効応力解析用物性値設

定の考え方，評価結果等については，洞道の申請回次において示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37



37 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5.4-7 図 洞道の液状化影響評価に係る詳細フロー 

 

有効応⼒解析を実施し
全応⼒解析による評価結果と⽐較

各評価対象断⾯の側⽅地盤状況に応じた分類

断⾯の側⽅に
液状化対象層が
残るグループか

①側⽅に液状化対象層が
残るグループ

評価対象洞道
（全応⼒解析を実施）

②改良地盤等により
液状化の影響が軽減されているグループ

有効応⼒解析による
評価結果は全応⼒解析によ

る評価結果と⽐較し
厳しいか

全応⼒解析による評価結果を
設計に反映

全応⼒解析による評価結果に加え
有効応⼒解析による評価結果も設計に反映

各グループの代表断⾯において
有効応⼒解析を実施し

液状化の影響度合いを確認

有効応⼒解析による
評価結果が全応⼒解析によ

る評価結果と⽐較し
厳しいグループか

全応⼒解析による
評価結果が厳しい
グループ

有効応⼒解析による
評価結果が厳しいグループ

各断⾯を対象に有効応⼒解析を実施し
全応⼒解析による評価結果と⽐較

有効応⼒解析による
評価結果は全応⼒解析によ

る評価結果と⽐較し
厳しいか

全応⼒解析による評価結果に加え
有効応⼒解析による評価結果も設計に反映

同等以下
（全応⼒≧有効応⼒）

厳しい
（全応⼒＜有効応⼒）

同等以下
（全応⼒≧有効応⼒）

厳しい
（全応⼒＜有効応⼒）
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第 5.4-8 図 側方地盤状況に係る分類の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「①洞道側⽅に液状化対象層が
残るグループ」の例

「②改良地盤等により液状化の影響が
軽減されているグループ」の例

（側⽅が地盤改良されていない）

（⽚側のみ地盤改良されている）

（側⽅が地盤改良されている） （側⽅が地盤改良されているが，
天端まで達していない）

（側⽅が地盤改良されているが，
躯体との間に隙間がある）

（側⽅に液状化対象層がない）
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(2) 上位クラス施設への波及的影響の観点から評価を実施する施設 

 上位クラス施設への波及的影響の観点から評価を実施する施設としては，飛来物防護ネット及

び建屋が該当する。各施設の波及的影響評価の観点における液状化影響評価の考え方について以

下に示す。 

 

 ａ．飛来物防護ネット 

液状化による影響を考慮する構築物として，安全冷却水 A冷却塔，安全冷却水 B冷却塔，安

全冷却水系冷却塔 A，安全冷却水系冷却塔 B 並びに主排気筒に接続する屋外配管及び屋外ダク

ト（主排気筒周り）の５つの飛来物防護ネットが対象となる。 

飛来物防護ネットの構造概要は，竜巻防護機能を持った防護ネット及び防護板を支持する鉄

骨架構を上部構造とし，それらを鉄筋コンクリート造の基礎及び場所打ちコンクリート杭にて

支持する構造である。杭周辺の表層地盤は基礎下レベルから支持地盤レベルまでの範囲を地盤

改良し，杭は支持岩盤である鷹架層に支持する。 

耐震設計方針は，上位クラス施設である冷却塔を取り囲む配置となるため，Ss 地震時に冷却

塔へ波及影響を及ぼさない設計とする。 

また，周辺地盤が液状化した場合であっても上位クラス施設に波及的影響を与えないことを

液状化対象層が無いものと仮定した評価及び液状化対象層が液体と仮定した評価により確認す

る。 

具体的な評価方針，評価の保守性，評価結果等については，各施設の竜巻防護ネットの耐震

性評価に関する補足説明において示す。 

 

ｂ．建屋 

第 5.4-1 表のうち，建屋については出入管理建屋のみが該当することから，以下に，出入管

理建屋について，周辺地盤が液状化した場合であっても上位クラス施設に波及的影響を与えな

いことを確認する上での評価方針を示す。 

出入管理建屋は，岩盤である鷹架層に支持されており，周辺の地盤については，第 5.4-1 図

に示すとおり，出入管理建屋周辺の建物・構築物の周囲に分布する改良地盤が，出入管理建屋

近傍まで広がっていることから，液状化による影響は軽減されていると考えられる。 

また，出入管理建屋については，地下 2階までの躯体を有し，地下水排水設備を設置してい

ない建屋であるが，出入管理建屋の西側に近接する制御建屋（基礎底面レベル T.M.S.L.38.05m）

と，北側及び東側に設置される分離建屋（基礎底面レベル T.M.S.L. m）及び精製建屋（基

礎底面レベル T.M.S.L. m）については，出入管理建屋（基礎底面レベル T.M.S.L.41.20m）

よりも深い位置に地下水排水設備が設置されていることから，出入管理建屋周辺の地下水位は，

周辺建屋の地下水排水設備の影響により地表面よりも低減されていると考えられる。 

以上の周辺状況を踏まえると，出入管理建屋周辺地盤の液状化による影響は限定的であると

考えられるが，保守的に地表面に設計用地下水位を設定し，建屋基礎底面から地表面までの側

面地盤が液状化することを想定しても，上位クラス施設に波及的影響を与えないことを確認す

る方針とする。 

具体的な評価方針及び評価結果については，出入管理建屋の申請回次において示す。 
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6．まとめ 

本資料では，建物・構築物の耐震設計に用いる設計用地下水位の設定方針について示した。地

下水排水設備に囲まれた建物・構築物については，地下水排水設備による地下水位の低下を考慮

し，設計用地下水位を基礎スラブ上端以下に設定する。地下水排水設備の外側に配置される建物・

構築物については，設計用地下水位を地表面に設定する。 

 

上記の設計用地下水位の設定方針を踏まえ，耐震設計上，地下水排水設備の機能に期待し，地

震時及び地震後において設計用地下水位を維持することを前提としている建物・構築物に設置さ

れている地下水排水設備については，基準地震動Ｓｓもしくは基準地震動を 1.2 倍した地震動に

対して要求される機能を維持する設計とする。 

また，地下水排水設備の外側に配置される建物・構築物については，周辺地盤の液状化による

影響を評価する方針とする。 

 

以上に示した設計用地下水位の考え方，地下水排水設備の設計方針及び液状化による影響評価

の方針については，「耐震設計の基本方針」及び「地盤の支持性能に係る基本方針」にその内容を

反映させる。 
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別紙 1 

燃料加工建屋の地下水排水設備の配置
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別紙 1-1 

1．燃料加工建屋の地下水排水設備の配置 

燃料加工建屋の地下水排水設備の配置を第1.-1図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1.-1 図 燃料加工建屋の地下水排水設備の配置

耐震性を有するサブドレンピット，サブドレンシャフト，

揚水管，水位検出器，制御盤 

耐震性を有するサブドレンピット 

耐震性を有するサブドレンポンプ 

耐震性を有する集水管 

耐震性を有するサブドレン管 

P P

P

P P
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別紙 2 

地下水位の経時変化データ
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別紙 2-1 

1．各観測孔における地下水位の経時変化データ 

各観測孔における地下水位の経時変化データを第1.-1図に示す。 
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別紙 2-2 

 

観測孔位置図 

 

観測期間： 2019 年 7 月～2020 年 12 月 

孔口標高： T.M.S.L.+55.2m 

高水位： T.M.S.L.+54.4m（2020 年 7 月 12 日及び 9月 18 日） 

平均水位： T.M.S.L.+54.0m 
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第 1.-1 図(1) KD-3 孔における地下水位観測記録と降水量データ 
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別紙 2-3 

 
観測孔位置図 

 

観測期間： 2019 年 7 月～2020 年 12 月 

孔口標高： T.M.S.L.+55.1m 

高水位： T.M.S.L.+47.2m（2019 年 8 月 31 日） 

平均水位： T.M.S.L.+43.1m 
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第 1.-1 図(2) W1 孔における地下水位観測記録と降水量データ 
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別紙 2-4 

 

観測孔位置図 

 

観測期間： 2019 年 7 月～2020 年 12 月 

孔口標高： T.M.S.L.+55.2m 

高水位： T.M.S.L.+48.4m（2020 年 9 月 20 日） 

平均水位： T.M.S.L.+37.6m 
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第 1.-1 図(3) ARW-3 孔における地下水位観測記録と降水量データ 
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別紙 2-5 

 

観測孔位置図 

 

観測期間： 2019 年 7 月～2020 年 12 月 

孔口標高： T.M.S.L.+54.9m 

高水位： T.M.S.L.+36.3m（2019 年 10 月 13 日） 

平均水位： T.M.S.L.+34.5m 
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第 1.-1 図(4) GW-01 孔における地下水位観測記録と降水量データ 
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別紙 2-6 

 

観測孔位置図 

 

観測期間： 2020 年 5 月～2020 年 12 月 

孔口標高： T.M.S.L.+3.7m 

高水位： T.M.S.L.+3.0m（2020 年 9 月 18 日） 

平均水位： T.M.S.L.+2.7m 
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第 1.-1 図(5) AR-6 孔における地下水位観測記録と降水量データ 
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別紙 2-7 

 

観測孔位置図 

 

観測期間： 2020 年 5 月～2020 年 12 月 

孔口標高： T.M.S.L.+54.9m 

高水位： T.M.S.L.+54.1m（2020 年 7 月 12 日） 

平均水位： T.M.S.L.+53.4m 
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第 1.-1 図(6) KD-4 孔における地下水位観測記録と降水量データ 

53



別紙 2-8 

 

観測孔位置図 

 

観測期間： 2019 年 7 月～2020 年 12 月 

孔口標高： T.M.S.L.+55.1m 

高水位： T.M.S.L.+48.0m（2020 年 10 月 5 日） 

平均水位： T.M.S.L.+47.2m 
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第 1.-1 図(7) ARW-5 孔における地下水位観測記録と降水量データ 
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別紙 2-9 

 

観測孔位置図 

 

観測期間： 2020 年 3 月～2020 年 12 月 

孔口標高： T.M.S.L.+55.0m 

高水位： T.M.S.L.+52.5m（2020 年 7 月 12 日） 

平均水位： T.M.S.L.+48.6m 
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第 1.-1 図(8) H12GW-2 孔における地下水位観測記録と降水量データ 
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別紙 2-10 

 

観測孔位置図 

 

観測期間： 2019 年 7 月～2020 年 12 月 

孔口標高： T.M.S.L.+55.0m 

高水位： T.M.S.L.+49.9m（2020 年 9 月 27 日） 

平均水位： T.M.S.L.+48.5m 
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第 1.-1 図(9) GW-06 孔における地下水位観測記録と降水量データ 
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別紙 2-11 

 
観測孔位置図 

 

観測期間： 2019 年 7 月～2020 年 12 月 

孔口標高： T.M.S.L.+55.1m 

高水位： T.M.S.L.+52.1m（2020 年 9 月 19 日） 

平均水位： T.M.S.L.+50.3m 
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第 1.-1 図(10) GW-15 孔における地下水位観測記録と降水量データ 
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別紙 2-12 

 

観測孔位置図 

 

観測期間： 2019 年 7 月～2020 年 12 月 

孔口標高： T.M.S.L.+54.9m 

高水位： T.M.S.L.+49.5m（2020 年 7 月 12 日） 

平均水位： T.M.S.L.+45.0m 
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第 1.-1 図(11) AR-10 孔における地下水位観測記録と降水量データ 
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別紙 2-13 

 

観測孔位置図 

 

観測期間： 2020 年 3 月～2020 年 12 月 

孔口標高： T.M.S.L.+54.8m 

高水位： T.M.S.L.+38.1m（2020 年 10 月 5 日） 

平均水位： T.M.S.L.+37.0m 

 

0

20

40

60

80

100

120

0

10

20

30

40

50

60

1
9/

7/
1

1
9/

7/
31

1
9/

8/
31

1
9/

9/
30

1
9/

10
/3
1

1
9/

11
/3
0

1
9/

12
/3
1

2
0/

1/
30

2
0/

3/
1

2
0/

3/
31

2
0/

5/
1

2
0/

5/
31

2
0/

7/
1

2
0/

7/
31

2
0/

8/
31

2
0/

9/
30

2
0/

10
/3
1

2
0/

11
/3
0

日
降

水
量

(
mm

) 

地
下

水
位

(
EL

.m
)

六ヶ所アメダス 日降水量 地下水位

 

第 1.-1 図(12) EGW-1 孔における地下水位観測記録と降水量データ 

59



別紙 2-14 

 

観測孔位置図 

 

観測期間： 2020 年 5 月～2020 年 12 月 

孔口標高： T.M.S.L.+3.0m 

高水位： T.M.S.L.+3.7m（2020 年 7 月 12 日） 

平均水位： T.M.S.L.+3.6m 
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第 1.-1 図(13) AR-8 孔における地下水位観測記録と降水量データ 

60



別紙 2-15 

 

観測孔位置図 

 

観測期間： 2019 年 7 月～2020 年 12 月 

孔口標高： T.M.S.L.+55.3m 

高水位： T.M.S.L.+33.7m（2020 年 10 月 23 日） 

平均水位： T.M.S.L.+32.5m 
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第 1.-1 図(14) WT-4 孔における地下水位観測記録と降水量データ 
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別紙 2-16 

観測孔位置図 

観測期間： 2019 年 7 月～2020 年 12 月 

孔口標高： T.M.S.L.+55.1m

高水位： T.M.S.L.+51.1m（2020 年 7 月 13 日）

平均水位： T.M.S.L.+41.2m
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第 1.-1 図(15) ARW-2 孔における地下水位観測記録と降水量データ 
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別紙 2-17 

 

観測孔位置図 

 

観測期間： 2019 年 7 月～2020 年 3 月 

孔口標高： T.M.S.L.+55.3m 

高水位： T.M.S.L.+47.1m（2019 年 11 月 7 日） 

平均水位： T.M.S.L.+46.8m 
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第 1.-1 図(16) GW-17 孔における地下水位観測記録と降水量データ 

近傍工事のため欠測 
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別紙 2-18 

観測孔位置図 

観測期間： 2019 年 7 月～2020 年 12 月 

孔口標高： T.M.S.L.+55.3m

高水位： T.M.S.L.+51.8m（2020 年 9 月 18～19 日）

平均水位： T.M.S.L.+51.1m
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第 1.-1 図(17) GW-18 孔における地下水位観測記録と降水量データ 
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別紙 2-19 

 

観測孔位置図 

 

観測期間： 2020 年 5 月～2020 年 12 月 

孔口標高： T.M.S.L.+3.9m 

高水位： T.M.S.L.+2.0m（2020 年 7 月 11 日） 

平均水位： T.M.S.L.+1.2m 
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第 1.-1 図(18) AR-4 孔における地下水位観測記録と降水量データ 
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別紙 2-20 

 

観測孔位置図 

 

観測期間： 2019 年 12 月～2020 年 12 月 

孔口標高： T.M.S.L.+53.8m 

高水位： T.M.S.L.+44.4m（2020 年 3 月 20 日） 

平均水位： T.M.S.L.+44.1m 
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第 1.-1 図(19) GW-S2 孔における地下水位観測記録と降水量データ 
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別紙 2-21 

観測孔位置図 

観測期間： 2019 年 7 月～2020 年 12 月 

孔口標高： T.M.S.L.+59.2m

高水位： T.M.S.L.+50.2m（2020 年 7 月 13 日）

平均水位： T.M.S.L.+30.6m
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第 1.-1 図(20) FL-1 孔における地下水位観測記録と降水量データ
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別紙 3 

地盤改良の概要
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別紙 3-1 

1. 地盤改良の概要 

1.1 地盤改良工法の種類と適用地盤 

地盤改良工法については，文献（陸上工事における深層混合処理工法設計・施工マニュアル改

訂版，（財）土木研究センター，平成 16 年 3 月）では，以下の項目により分類づけられる。 

 

①対策工法を必要とする理由，目的，期待する効果 

②地盤の性状 

③構造物の性質 

④現場条件，周辺環境 

 

地盤改良工法の種類と適用地盤・効果を第 1.1-1 表に示す。 

 

第 1.1-1 表 地盤改良工法の種類と適用地盤・効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（引用：（財）土木研究センター，陸上工事における深層混合処理工法設計・施工マニュアル改訂版，H16.3（抜粋）） 
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別紙 3-2 

第1.1-1表に示す工法のうち，液状化影響評価対象施設で適用している地盤改良工法を第1.1-2

表に示す。適用している地盤改良工法としては，適用地盤や工法の効果とも幅広く適用可能であ

る「固結工法」を基本としている。固結工法のうち，主に採用した工法は，深層混合処理工法（高

圧噴射撹拌工法）である。 

また，一般的に置換工法とは，軟弱地盤を良質な土材料で置き換える工法であるが，土材料と

して流動化処理土を適用したものについては固結工法と同等又はそれ以上の効果を期待できるこ

とから採用している。 

この他，機械撹拌が可能な箇所については，中層混合処理工法（機械撹拌工法）も採用してい

る。 

第 1.1-2 表 適用している地盤改良工法 

大分類 中分類 小分類 改良地盤種別 

置換工法 掘削置換工法 流動化処理土置換工法 

・流動化処理土 A

（Vs=480m/s） 

・流動化処理土 B

（Vs=1200m/s） 

・改良地盤 B※1

（Vs≥800m/s） 

固結工法 

深層混合処理工法 高圧噴射撹拌工法 

・改良地盤 A※2

（Vs=620m/s） 

・改良地盤 B※1

（Vs≥800m/s） 

中層混合処理工法 機械撹拌工法 
・改良地盤 A※2

（Vs=620m/s） 

※1 改良地盤 Bは，深層混合処理工法（高圧噴射撹拌工法）又は掘削置換工法（流動化処理土置換工法）を採用

※2 改良地盤 Aは，深層混合処理工法（高圧噴射撹拌工法）又は中層混合処理工法（機械撹拌工法）を採用
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別紙 3-3 

1.2 地盤改良の施工方法 

液状化影響評価対象施設で採用している地盤改良の施工方法の概要を第 1.2-1 表に示す。 

 

第 1.2-1 表 施工方法の概要 

工法 概要 

流動化処理土

置換工法 

置換する箇所に流動化処理土を投入することで，改良地盤を造成する工法。 

 

 

 

高圧噴射撹拌 

工法 

高圧でセメントミルクを吐出し，原地盤を切削・撹拌することで改良地盤

を造成する工法。地上構造物及び埋設構造物があり，開削が困難な箇所にて

採用。 

 

 

 

機械撹拌工法 

原地盤に撹拌翼を貫入した後，地盤とセメント系固化剤等を撹拌混合する

ことで改良地盤を造成する工法。地上構造物及び埋設構造物があり，貫入が

可能な箇所にて採用。 
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別紙 3-4 

2. 液状化影響評価対象施設及び各施設周辺の改良地盤の概要 

2.1 液状化影響評価対象施設周辺の改良地盤の概要 

液状化影響評価対象施設の一覧を第 2.1-1 表に，液状化影響評価対象施設の位置を第 2.2-1 図

に示す。また，液状化影響評価対象施設周辺の改良地盤の種類と目的を第 2.1-2 表に示す。 

 

第 2.1-1 表 液状化影響評価対象施設の一覧 

分類 建物・構築物名称 

洞道 

（Sクラス施設または 

S クラス施設の間接 

支持構造物） 

①分離建屋/高レベル廃液ガラス固化建屋間洞道 

②精製建屋/ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋間洞道 

③高レベル廃液ガラス固化建屋/第１ガラス固化体貯蔵建屋間洞道 

④分離建屋/精製建屋/ウラン脱硝建屋/ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋/ 

低レベル廃液処理建屋/低レベル廃棄物処理建屋/分析建屋間洞道 

⑤使用済燃料受入れ・貯蔵建屋/安全冷却水系冷却塔Ａ基礎間洞道 

⑥使用済燃料受入れ・貯蔵建屋/安全冷却水系冷却塔Ｂ基礎間洞道 

⑦前処理建屋/分離建屋/精製建屋/高レベル廃液ガラス固化建屋/ 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋/制御建屋/非常用電源建屋/ 

冷却水設備の安全冷却水系/主排気筒/主排気筒管理建屋間洞道 

飛来物防護ネット 

（上位クラス施設等への 

波及的影響を考慮する 

施設） 

a. 安全冷却水 B冷却塔 飛来物防護ネット 

b. 安全冷却水 A冷却塔 飛来物防護ネット 

c. 主排気筒に接続する屋外配管及び屋外ダクトの飛来物防護板（主排気筒周り） 

d. 安全冷却水系冷却塔 A 飛来物防護ネット 

e. 安全冷却水系冷却塔 B 飛来物防護ネット 

建屋 

（上位クラス施設等への 

波及的影響を考慮する 

施設） 

出入管理建屋 

 注：建物・構築物名称に付した番号及び記号は，第 2.2-1 図に示す番号と対応している。 
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別紙 3-5 

①

②

⑤

⑥

⑦
⑦

⑦

⑦

⑦

⑦

⑦

a.

b.

c.

d.

e.

③

④

第 2.2-1 図 液状化影響評価対象施設の位置 
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別紙 3-6 

 

第 2.1-2 表 液状化影響評価対象施設周辺の改良地盤の種類と目的 

 

 

今回申請対象 

改良地盤種別 目的 工法

①分離建屋/高レベル廃液ガラス固化建屋間洞道 改良地盤B 変形抑制 高圧噴射撹拌工法

②精製建屋/ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋間洞道 改良地盤B 変形抑制 流動化処理土置換工法

③高レベル廃液ガラス固化建屋/第１ガラス固化体貯蔵建屋間洞道 流動化処理土A 施工性向上 流動化処理土置換工法

高圧噴射撹拌工法

流動化処理土置換工法

⑤使用済燃料受入れ・貯蔵建屋/安全冷却水系冷却塔Ａ基礎間洞道 改良地盤B 浮上り防止 高圧噴射撹拌工法

⑥使用済燃料受入れ・貯蔵建屋/安全冷却水系冷却塔Ｂ基礎間洞道 改良地盤B 変形抑制 高圧噴射撹拌工法

改良地盤B 変形抑制・浮上り防止 高圧噴射撹拌工法

改良地盤A 変形抑制 高圧噴射撹拌工法

流動化処理土A 施工性向上 流動化処理土置換工法

ａ.安全冷却水B冷却塔　飛来物防護ネット 改良地盤B 変形抑制 高圧噴射撹拌工法

高圧噴射撹拌工法

機械撹拌工法

ｃ.主排気筒に接続する屋外配管及び屋外ダクトの飛来物防護板（主排気筒周り） 改良地盤B 変形抑制 高圧噴射撹拌工法

高圧噴射撹拌工法

機械撹拌工法

改良地盤B 変形抑制 高圧噴射撹拌工法

改良地盤B 変形抑制 流動化処理土置換工法

建
屋

出入管理建屋 流動化処理土A 施工性向上 流動化処理土置換工法

建屋・構築物名称

改良地盤

洞
道

④分離建屋/精製建屋/ウラン脱硝建屋/ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋/
低レベル廃液処理建屋/低レベル廃棄物処理建屋/分析建屋間洞道

改良地盤B 変形抑制

⑦前処理建屋/分離建屋/精製建屋/高レベル廃液ガラス固化建屋/
ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋/制御建屋/非常用電源建屋/
冷却水設備の安全冷却水系/主排気筒/主排気筒管理建屋間洞道

飛
来
物
防
護
ネ
ッ

ト

ｂ.安全冷却水A冷却塔　飛来物防護ネット 改良地盤B 変形抑制

ｄ.安全冷却水系冷却塔A　飛来物防護ネット 改良地盤A 変形抑制

ｅ.安全冷却水系冷却塔B　飛来物防護ネット
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2.2 各施設における改良地盤の概要 

液状化影響評価対象施設のうち，今回申請する施設における改良地盤の平面図及び断面図の概

要を第 2.2-1 図に示す。なお，今回申請対象施設以外の改良地盤の概要については，当該施設の

申請時において示す。 

第 2.2-1 図（1） 改良地盤の平面図（安全冷却水 B冷却塔 飛来物防護ネット） 
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第 2.2-1 図（2） 改良地盤の断面図 

（安全冷却水 B冷却塔 飛来物防護ネット，A-A”断面） 

第 2.2-1 図（3） 改良地盤の断面図 

（安全冷却水 B冷却塔 飛来物防護ネット，B-B”断面） 
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3. 改良地盤の品質確認方針

3.1 品質確認項目 

改良地盤の品質確認項目を第 3.1-1 表に示す。 

安全冷却水 B 冷却塔の飛来物防護ネットの改良地盤（高圧噴射撹拌工法）は，変形抑制として

の役割を有することから，強度及び剛性を品質確認項目とする。 

改良地盤（高圧噴射撹拌工法）の目的及び構造形式に係る分類を第 3.1-2 表に示す。 

第 3.1-1 表 改良地盤の品質確認項目 

第 3.1-2 表 改良地盤（高圧噴射撹拌工法）の目的及び構造形式に係る分類 

目的 変形抑制 

構造 

形式 
改良
地盤

液状化
対象層

⽀持地盤杭

基礎
▽地表⾯

上部構造

対象 

施設 
安全冷却水 B冷却塔 飛来物防護ネット 

3.2 品質確認準拠基準について 

地盤改良工法，施工箇所及び構造物の支持機能の有無に応じて適切な基準・指針を適用する。 

地盤改良工法の基準・指針を第 3.2-1 表に示す。 

目的 品質確認項目

竜
巻
防
護

対
策
設
備

安全冷却水B冷却塔　飛来物防護ネット 変形抑制 強度及び剛性

対象施設
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第 3.2-1 表 地盤改良工法の基準・指針 

3.3 品質確認 

3.3.1 品質確認頻度 

工法に対する諸基準・指針における必要調査箇所数を第 3.3.1-1 表に示す。工法における品質

確認頻度は，第 3.3.1-1 表に示す諸基準・指針の必要調査箇所数を満足するように，各構造物の

改良地盤の施工数量に応じて設定する。 

第 3.3.1-1 表 諸基準・指針における必要調査箇所数 

3.3.2 品質確認方法 

安全冷却水 B 冷却塔飛来物防護ネットにおける改良地盤の品質確認方法及び基準値を第

3.3.2-1 表に示す。 

第 3.3.2-1 表 改良地盤の品質確認方法及び基準値 

※1 安全冷却水 B 冷却塔飛来物防護ネットの設計では，改良地盤の剛性は，PS 検層で得られた結果に基づき設定する。

対象施設 改良地盤種別 工法 品質確認方法 基準値

強度
一軸圧縮強度

qu（MN/m
2
）

一軸圧縮試験
（JGS 2521）

3.0

剛性
S波速度
Vs（m/s）

PS検層
（JGS 1122）

600

安全冷却水B冷却塔
飛来物防護ネット

改良地盤B 高圧噴射撹拌工法

品質確認項目

対象施設 工法 基準・指針名 基準略称

建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針－セメント系固
化材を用いた深層・浅層混合処理工法－，日本建築センター，
平成24年11月

建築センター指針

陸上工事における深層混合処理工法設計・施工マニュアル
改訂版，（財）土木研究センター，平成16年3月

陸上工事マニュアル

安全冷却水B冷却塔
飛来物防護ネット

深層混合処理工法
（高圧噴射撹拌工法）

対象施設 工法 基準略称 必要調査箇所数

建築センター指針 100改良コラムに1箇所以上かつ1検査対象群に1箇所以上

陸上工事マニュアル
改良体500本未満は3本，500本以上は250本増えるごとに1本
追加する。試験は1本の改良体について，上，中，下それぞ
れ1回，計3回とする。

安全冷却水B冷却塔
飛来物防護ネット

深層混合処理工法
（高圧噴射撹拌工法）

※1
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3.3.3 品質確認結果 

（1）安全冷却水 B冷却塔飛来物防護ネット 

安全冷却水 B冷却塔飛来物防護ネットにおける改良地盤の調査位置を第 3.3.3-1 図に，品質確

認頻度を第 3.3.3-1 表に示す。また，品質確認結果を第 3.3.3-2 表に示す。 

品質確認頻度については，諸基準・指針に示される必要調査箇所数と改良地盤の調査箇所数を

比較した結果，文献による必要調査箇所数を満足することを確認した。 

各品質確認項目に対する品質確認の結果，基準値を上回ることを確認した。 

 

第 3.3.3-1 図 改良地盤の調査位置（安全冷却水 B冷却塔飛来物防護ネット） 

 

第 3.3.3-1 表 改良地盤の品質確認頻度（安全冷却水 B冷却塔飛来物防護ネット） 

 

対象施設 適用基準 施工数量
必要調査箇所数

（A）
調査箇所数

（B）
判定

（B）>（A）

強度 一軸圧縮強度 227本 3箇所 4箇所 〇

剛性 S波速度 227本 3箇所 4箇所 〇

建築センター指針
陸上工事マニュアル

品質確認項目

安全冷却水B冷却塔
飛来物防護ネット
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第 3.3.3-2 表（1） 改良地盤の品質確認結果（安全冷却水 B冷却塔飛来物防護ネット） 

（一軸圧縮強度） 

第 3.3.3-2 表（2） 改良地盤の品質確認結果（安全冷却水 B冷却塔飛来物防護ネット） 

（S波速度） 

試験値 基準値

北-19 800

西-67 1170

東-61 870

南-6 800

S波速度
Vs（m/s）

調査位置

600

北-19-02 3.1 西-67-04 5.4 東-61-03 5.4 南-6-03 3.2

北-19-03 3.6 西-67-05 8.0 東-61-08 4.0 南-6-06 3.4

北-19-04 3.8 西-67-07 5.0 東-61-11 3.3 南-6-09 3.4

北-19-10 8.4 西-67-13 4.6 東-61-13 4.8 南-6-13 6.4

北-19-11 6.5 西-67-14 3.9 東-61-18 3.8 南-6-17 3.6

北-19-12 7.2 西-67-16 3.9 東-61-20 3.4 南-6-21 8.2

北-19-23 13.0 西-67-18 4.9 東-61-25 5.2 南-6-27 5.8

北-19-24 13.4 西-67-20 5.2 東-61-27 6.0 南-6-31 7.7

北-19-25 10.9 西-67-23 8.8 東-61-32 5.8 南-6-33 9.8

一軸圧縮強度

qu (MN/m2)
試料No.

一軸圧縮強度

qu (MN/m2)

  平均値 ： 5.90      基準値：3.0
 標準偏差： 2.69

試料No.
一軸圧縮強度

qu (MN/m2)
試料No.

一軸圧縮強度

qu (MN/m2)
試料No.
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